
会計年度任用職員などの育児休業取得基準を改正

非常勤職員の育児休業の取得要件緩和など

令和３年度決算・条例の審査概要《総務文教常任委員会》

焼
津
市
職
員
の
育
児
休
業
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定

Ｑ
今
回
の
改
正
の
対
象
は
ど
の
職
員
に

な
る
の
か
。

Ａ

会
計
年
度
任
用
職
員
の
ほ
か
、
任
期

付
短
時
間
勤
務
職
員
、
育
児
短
時
間

勤
務
に
伴
う
短
時
間
勤
務
職
員
で
あ

る
。

Ｑ
会
計
年
度
任
用
職
員
に
対
し
、
更
新

に
つ
い
て
は
い
つ
明
ら
か
に
す
る
の

か
。

Ａ

例
年
、
年
明
け
の
２
月
頃
か
ら
更
新

の
話
を
す
る
。

焼
津
市
土
地
取
得
事
業
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

Ｑ
不
動
産
売
払
収
入
の
内
容
は
。

Ａ

売
払
い
は
大
住
の
道
路
残
地
の
公
売

物
件
、
買
戻
し
は
防
災
部
所
管
の
避

難
施
設
こ
す
ぎ
山
で
あ
る
。

Ｑ
道
路
残
地
価
格
の
算
出
方
法
は
。

Ａ

不
動
産
鑑
定
を
行
い
、
取
り
引
き
事

例
な
ど
を
調
査
し
算
出
し
て
い
る
。

Ｑ
土
地
貸
付
収
入
の
件
数
と
内
容
は
。

Ａ

貸
付
件
数
は
全
部
で
13

件
で
あ
る
。

主
に
は
ア
ト
レ
焼
津
管
理
組
合
駐
車

場
で
あ
り
、
そ
の
ほ
か
は
個
人
の
駐

車
場
用
地
な
ど
の
短
期
的
な
貸
し
付

け
で
あ
る
。

焼
津
市
病
院
事
業
会
計
決
算

認
定

Ｑ
材
料
費
の
注
射
薬
品
が
前
年
に
比
べ

２
億
７
９
０
０
万
円
ほ
ど
増
え
て
い

る
が
こ
の
理
由
は
。

Ａ

高
額
薬
剤
が
増
え
て
い
る
。
特
に
抗

が
ん
剤
の
使
用
が
外
来
で
増
え
た
た

め
で
あ
る
が
、
一
方
で
外
来
収
益
が

増
額
と
な
っ
て
反
映
さ
れ
て
い
る
。

Ｑ
試
験
薬
品
も
増
え
て
い
る
が
、
こ
の

理
由
は
。

Ａ

増
額
と
な
っ
て
い
る
約
３
６
０
０
万

円
は
、
ほ
と
ん
ど
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
抗
原
定
量
検
査
の

費
用
で
あ
り
、
令
和
２
年
度
の
途
中

か
ら
実
施
し
て
い
る
。
１
件
約
３
千

円
で
毎
日
１
０
０
件
前
後
検
査
を
し

て
い
る
。

Ｑ
過
年
度
未
収
金
の
状
況
は
ど
う
か
。

Ａ

診
察
料
の
未
収
金
で
あ
り
、
令
和
２

年
度
は
約
４
３
０
０
万
円
、
令
和
３

年
度
は
約
３
９
０
０
万
円
で
年
々

減
っ
て
き
て
い
る
。

Ｑ
収
支
状
況
が
黒
字
に
転
換
し
た
と
の

こ
と
で
あ
る
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
の
補
助
金
が
大
き

な
要
因
と
考
え
る
。
主
な
補
助
金
は

何
か
。

Ａ

空
床
補
償
、
ク
ラ
ス
タ
ー
支
援
の
補

助
金
、
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
、
病

床
回
転
率
支
援
、
施
設
整
備
の
補
助

な
ど
で
あ
る
。

Ｑ
必
要
な
投
資
の
結
果
、
減
価
償
却
費

が
前
年
に
比
べ
増
額
と
な
っ
た
と
あ

る
が
、
必
要
な
投
資
と
は
。

Ａ

手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
（
ダ
ビ
ン
チ
）

と
生
化
学
分
注
検
査
機
で
約
４
億
円

の
投
資
で
あ
る
。
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令和３年度決算の審査概要 《市民福祉常任委員会》

東益津、港、和田の３地区に新たに立ち上げ

住民主体の地域交流の場「居場所」

焼
津
市
国
民
健
康
保
険
事
業

特
別
会
計
決
算
認
定

Ｑ
国
民
健
康
保
険
税
の
コ
ン
ビ
ニ
納
付

に
お
け
る
評
価
は
。

Ａ

コ
ン
ビ
ニ
納
付
は
口
座
振
替
に
次
い

で
２
番
目
に
多
い
納
付
方
法
で
あ
り
、

コ
ン
ビ
ニ
で
は
24

時
間
納
付
が
可
能

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
大
変
有
効
な
納

税
手
段
で
あ
る
。

Ｑ
督
促
状
発
送
先
世
帯
の
所
得
状
況
は

把
握
し
て
い
る
か
。

Ａ

現
在
把
握
は
し
て
い
な
い
が
、
督
促

状
を
発
送
し
て
い
る
世
帯
の
８
割
ほ

ど
が
所
得
２
０
０
万
円
以
下
世
帯
で

は
な
い
か
と
考
え
る
。
今
後
、
所
得

状
況
に
つ
い
て
集
計
で
き
る
よ
う
検

討
し
た
い
。

Ｑ
令
和
３
年
度
に
お
け
る
国
民
健
康
保

険
税
分
の
静
岡
地
方
税
滞
納
整
理
機

構
へ
の
移
管
件
数
、
徴
収
金
額
、
移

管
基
準
は
。

Ａ

国
民
健
康
保
険
税
分
の
移
管
件
数
は

34

件
で
徴
収
金
額
は
約
２
８
０
０
万

円
で
あ
っ
た
。
移
管
基
準
は
、
滞
納

繰
越
分
の
滞
納
額
が
概
ね
50

万
円
以

上
で
、
完
納
の
見
込
み
が
な
い
方
を

対
象
と
し
て
い
る
。

焼
津
市
介
護
保
険
事
業
特
別

会
計
決
算
認
定

Ｑ
高
齢
者
保
健
福
祉
用
具
給
付
等
事
業

費
に
お
け
る
補
聴
器
購
入
助
成
の
申

請
者
数
、
助
成
額
、
助
成
対
象
者
が

購
入
し
た
補
聴
器
の
価
格
帯
は
。

Ａ

本
申
請
者
数
は
44

名
、
助
成
限
度
額

は
３
万
円
、
助
成
対
象
者
が
購
入
し

た
補
聴
器
の
価
格
帯
は
、
片
耳
10

万

円
か
ら
20

万
円
の
も
の
が
最
も
多
く
、

最
高
額
は
両
耳
分
で
１
０
２
万
円
で

あ
っ
た
。

Ｑ
令
和
３
年
度
に
新
た
に
立
ち
上
げ
た

高
齢
者
の
た
め
の
居
場
所
の
地
区
は
。

Ａ

令
和
３
年
度
に
新
た
に
立
ち
上
げ
た

居
場
所
は
東
益
津
、
港
、
和
田
の
３

地
区
で
あ
る
。

Ｑ
権
利
擁
護
事
業
費
に
お
け
る
虐
待
の

早
期
発
見
と
防
止
策
は
。

Ａ

虐
待
は
通
報
を
受
け
て
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
で
初
動
態
勢
を
取
り
、

市
と
連
携
し
て
動
き
、
緊
急
性
が
あ

れ
ば
市
が
一
時
保
護
を
行
う
。

焼
津
市
後
期
高
齢
者
医
療
事

業
特
別
会
計
決
算
認
定

Ｑ
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
徴
収
は

ど
の
よ
う
な
方
法
で
行
っ
て
い
る
の

か
。

Ａ

年
金
天
引
き
に
よ
る
特
別
徴
収
と
口

座
振
替
や
銀
行
等
へ
の
直
接
納
付
に

よ
る
普
通
徴
収
が
あ
る
。
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
と
介
護
保
険
料
を
足

し
た
額
が
、
年
金
額
の
２
分
の
１
を

超
え
る
と
生
活
が
成
り
立
た
な
く
な

る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
そ
う
い
っ

た
方
は
普
通
徴
収
と
な
る
。
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令和３年度決算・令和４年度補正予算の審査概要《建設経済常任委員会》

令和３年７月より利用料金に上限制度を導入

焼津駅北口駐車場の利用が好調

焼
津
市
し
尿
処
理
事
業
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

Ｑ
汲
み
取
り
手
数
料
の
歳
入
が
増
え
た

理
由
は
。

Ａ

令
和
２
年
度
は
バ
キ
ュ
ー
ム
車
17

台
、

12

班
体
制
で
汲
み
取
り
を
行
っ
て
い

た
が
、
令
和
３
年
度
は
19

台
、
会
計

年
度
任
用
職
員
を
増
や
し
た
14

班
体

制
で
作
業
を
行
っ
て
お
り
、
汲
み
取

り
量
が
増
え
た
た
め
。

焼
津
市
水
道
事
業
会
計
決
算

認
定
及
び
剰
余
金
処
分
案

Ｑ
老
朽
化
し
た
管
路
の
更
新
計
画
の
進

捗
状
況
は
。

Ａ

基
幹
管
路
の
更
新
整
備
工
事
は
、
令

和
３
年
度
の
計
画
値
36

・
４
％
に
対

し
、
実
績
値
39

・
７
％
で
あ
っ
た
。

焼
津
市
公
共
下
水
道
事
業
会

計
決
算
認
定

Ｑ
純
損
失
が
続
く
場
合
、
公
共
下
水
道

使
用
料
の
値
上
げ
は
考
え
て
い
る
か
。

Ａ

焼
津
市
公
共
下
水
道
経
営
戦
略
で
は
、

使
用
料
の
適
正
価
格
の
検
討
を
行
う

こ
と
と
し
て
お
り
、
総
務
省
が
示
す

単
価
ま
で
上
げ
た
い
と
考
え
て
い
る

が
、
具
体
内
容
に
つ
い
て
は
、
審
議

中
で
あ
る
。

焼
津
市
駐
車
場
事
業
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

Ｑ
歳
入
に
お
い
て
、
駐
車
場
使
用
料
が

見
込
み
額
よ
り
多
か
っ
た
理
由
は
。

Ａ

令
和
３
年
７
月
か
ら
、
焼
津
駅
北
口

駐
車
場
の
利
用
料
金
に
上
限
制
度
を

導
入
し
、
利
用
件
数
が
増
加
し
た
た

め
。

焼
津
市
港
湾
事
業
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
認
定

Ｑ
大
井
川
港
活
性
化
推
進
事
業
費
の
予

算
執
行
が
無
か
っ
た
理
由
は
。

Ａ

企
業
訪
問
を
す
る
旅
費
を
計
上
し
て

い
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
見
送
り
と

な
っ
た
た
め
。
事
業
と
し
て
は
、
市

内
の
経
済
団
体
や
会
議
所
、
商
工
会
、

近
隣
市
町
や
既
存
企
業
へ
の
大
井
川

港
の
Ｐ
Ｒ
や
ポ
ー
ト
セ
ー
ル
ス
を
実

施
し
て
い
る
。

焼
津
市
温
泉
事
業
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
認
定

Ｑ
焼
津
港
１
号
井
の
１
日
あ
た
り
の
温

泉
湧
出
量
と
、
配
湯
先
８
事
業
所
で

の
使
用
量
は
。

Ａ

１
日
あ
た
り
約
７
０
０
ｔ
の
湧
出
量

に
対
し
、
平
均
で
約
２
２
２
ｔ
が
使

用
さ
れ
て
い
る
。

令
和
４
年
度
焼
津
市
し
尿
処

理
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）
案

Ｑ
バ
キ
ュ
ー
ム
車
２
台
を
債
務
負
担
行
為

で
令
和
５
年
度
に
購
入
す
る
理
由
は
。

Ａ

令
和
４
年
度
と
５
年
度
で
１
台
ず
つ

購
入
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
世
界

的
に
部
品
が
手
に
入
り
辛
い
状
況
と

な
っ
て
お
り
、
納
入
ま
で
１
年
半
程

度
を
要
す
る
た
め
で
あ
る
。

焼津駅北口駐車場
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令和3年度決算・令和４年度補正予算の審査概要《予算決算審査特別委員会》

栄田川の護岸復旧、堆積土砂の浚渫など

台風第15号の被害箇所を早期復旧へ！

Ｗ
ｉ

-

Ｆ
ｉ
整
備
事
業
費

Ｑ
公
民
館
の
Ｗ
ｉ
－
Ｆ
ｉ
設
置
箇
所
は

ど
の
よ
う
に
検
討
し
た
の
か
。

Ａ

業
者
と
立
ち
会
い
な
が
ら
電
波
が
届

く
範
囲
の
調
査
を
か
け
、
全
館
カ
バ
ー

で
き
る
よ
う
な
と
こ
ろ
の
ポ
イ
ン
ト

を
選
ん
で
設
置
し
た
。

Ｑ
公
民
館
を
災
害
時
に
避
難
場
所
と
し

て
使
用
す
る
場
合
に
利
用
で
き
る
の

か
。

Ａ

災
害
時
の
非
常
用
電
源
等
の
確
保
を

し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
電
源
の

中
で
ル
ー
タ
ー
等
が
作
動
す
れ
ば
利

用
で
き
る
。

自
主
防
災
組
織
育
成
費

Ｑ
出
前
講
座
の
実
施
内
容
は
。

Ａ

出
前
講
座
は
32

回
実
施
し
、
１
３
９

０
人
が
参
加
し
た
。
小
中
学
校
で
は

防
災
に
関
す
る
内
容
が
多
い
が
、
さ

わ
や
か
ク
ラ
ブ
や
公
民
館
活
動
で
は
、

津
波
や
避
難
所
の
運
営
等
必
要
な
内

容
を
話
し
て
い
る
。

部
活
動
指
導
員
の
配
置
事
務

Ｑ
指
導
員
を
配
置
し
た
こ
と
に
よ
る
成

果
は
。

Ａ

東
益
津
中
学
校
の
女
子
バ
レ
ー
部
及

び
和
田
中
学
校
の
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト

部
に
部
活
動
指
導
員
を
配
置
し
た
。

子
ど
も
た
ち
や
保
護
者
か
ら
は
、
専

門
的
な
指
導
を
受
け
ら
れ
る
と
聞
い

て
い
る
。
ま
た
、
外
部
指
導
者
と
は

異
な
り
、
教
員
が
い
な
く
て
も
指
導

や
引
率
が
で
き
る
と
効
果
に
つ
い
て

多
く
の
声
が
届
い
て
い
る
。

土
木
施
設
災
害
復
旧
事
業
費

Ｑ
栄
田
川
の
護
岸
が
崩
落
し
た
が
、
工

事
の
完
了
予
定
は
い
つ
か
。

Ａ

既
に
壊
れ
た
部
分
の
撤
去
は
完
了
し

て
い
る
。
11

月
下
旬
を
目
処
に
災
害

査
定
を
受
け
、
年
度
内
の
工
事
完
成

を
目
指
す
。

Ｑ
崩
落
し
た
要
因
は
何
か
。

Ａ

護
岸
の
裏
側
が
田
ん
ぼ
で
あ
り
、
田

ん
ぼ
に
溜
ま
っ
た
水
が
ブ
ロ
ッ
ク
の

裏
側
に
ま
わ
り
、
ブ
ロ
ッ
ク
が
押
さ

れ
た
た
め
と
考
え
て
い
る
。

河
川
維
持
費

Ｑ
河
川
維
持
費
の
内
訳
は
。

Ａ

土
砂
の
堆
積
に
対
す
る
浚
渫
が
21

件
、

流
木
の
撤
去
が
２
件
で
あ
る
。

Ｑ
２
級
河
川
の
情
報
提
供
が
あ
っ
た
場

合
、
市
か
ら
県
に
依
頼
す
る
の
か
。

Ａ

２
級
河
川
の
管
理
は
県
で
あ
る
た
め
、

市
か
ら
場
所
と
状
況
を
説
明
し
、
依

頼
す
る
。

令
和
４
年
度  

補
正
予
算

令
和
３
年
度　

決
算
（
総
務
文
教
分
科
会　

所
管
分
）
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環
境
調
査
事
業
費

Ｑ
環
境
調
査
は
大
気
、
水
質
、
騒
音
、

悪
臭
の
４
項
目
に
わ
た
っ
て
調
査
し

て
い
る
が
、
公
害
対
策
に
お
い
て
４

項
目
以
外
に
実
施
し
て
い
る
こ
と
は

あ
る
か
。

Ａ

環
境
調
査
を
含
め
た
立
ち
入
り
検
査
、

苦
情
処
理
を
実
施
し
て
い
る
。

Ｑ
自
動
車
の
騒
音
防
止
に
つ
い
て
調
査

し
て
い
る
が
、
調
査
し
た
場
所
が
県

道
や
国
道
で
あ
る
。
市
道
の
調
査
は

対
象
に
な
る
の
か
。

Ａ

交
通
量
の
多
い
と
こ
ろ
等
を
監
視
の

対
象
と
し
、
経
年
変
化
等
を
見
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
金

支
給
事
業
費

Ｑ
令
和
元
年
度
～
３
年
度
ま
で
の
推
移
は
。

Ａ

平
成
30

年
の
支
給
決
定
が
17

世
帯
、

令
和
元
年
度
が
18

世
帯
、
２
年
が
１

３
１
世
帯
、
３
年
度
が
91
世
帯
で
あ
る
。

Ｑ
支
援
を
受
け
ら
れ
る
期
間
の
設
定
は
。

Ａ

最
長
で
９
か
月
で
あ
る
。

子
育
て
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
配
置

Ｑ
配
置
状
況
は
。

Ａ

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
ル
ー
ム
に
３
人
、

親
子
ふ
れ
あ
い
広
場
に
１
人
、
ト
マ

ト
ピ
ア
に
１
人
配
置
し
て
い
る
。

Ｑ
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
配
置
の
評
価
は
。

Ａ

保
育
園
へ
入
所
し
た
い
人
に
保
育
園

の
情
報
を
提
供
で
き
る
な
ど
、
一
元

的
に
実
施
で
き
る
こ
と
が
相
談
者
か

ら
喜
ば
れ
て
い
る
。

空
き
家
利
活
用
対
策
事
業
費

Ｑ
奨
励
金
を
交
付
し
た
世
帯
の
内
訳
は
。

Ａ

転
入
世
帯
が
９
件
、
市
内
の
転
居
が

18

件
で
あ
る
。
転
入
９
件
の
内
訳
は
、

静
岡
市
や
藤
枝
市
等
近
隣
市
町
の
ほ

か
、
県
外
か
ら
の
転
入
が
１
件
で
あ

る
。

鳥
獣
保
護
対
策
費

Ｑ
鳥
獣
捕
獲
者
や
協
力
者
が
減
少
し
て

い
る
と
聞
く
が
、
現
状
は
。

Ａ

２
つ
の
猟
友
会
の
方
に
協
力
し
て
も

ら
い
、
駆
除
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

地
元
の
方
に
協
力
員
と
い
う
形
で
、

イ
ノ
シ
シ
の
追
い
払
い
や
見
回
り
を

お
願
い
し
て
い
る
。

Ｑ
令
和
３
年
度
の
捕
獲
鳥
獣
数
か
ら
考

え
た
今
後
の
傾
向
と
対
策
は
。

Ａ

捕
獲
実
績
は
、
イ
ノ
シ
シ
29

頭
、
ア

ナ
グ
マ
３
頭
、
ハ
ク
ビ
シ
ン
４
頭
で

あ
る
。
数
年
で
捕
獲
頭
数
が
大
幅
に

減
少
し
て
い
る
が
、
推
移
は
注
視
し

て
い
き
た
い
。

自
主
運
行
バ
ス
運
営
事
業
費

Ｑ
大
井
川
地
区
の
公
共
交
通
機
関
の
利

用
状
況
は
。

Ａ

焼
津
大
島
線
を
延
伸
し
た
こ
と
、
デ

マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
を
利
用
す
る
方
が

増
え
た
こ
と
で
利
用
者
は
か
な
り
増

加
し
て
い
る
。

Ｑ
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
周
知
の
状
況

は
。

Ａ

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
利
用
者
に
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
た
記
事
を
瓦
版
で

出
し
た
り
、
案
内
を
病
院
等
に
置
い

た
り
登
録
者
数
を
増
や
す
こ
と
に
力

を
入
れ
て
い
る
。

令
和
３
年
度　

決
算
（
市
民
福
祉
分
科
会　

所
管
分
）

令
和
３
年
度　

決
算
（
建
設
経
済
分
科
会　

所
管
分
）

※
予
算
決
算
審
査
特
別
委
員
会
…
全
議
員
で
構
成
し
、
一
般
会
計
予
算
及
び
決
算
に
関
す
る
議
案
を
審
査
し
ま
す
。

令
和
４
年
度
か
ら
当
初
予
算
と
決
算
は
分
科
会
（
各
常
任
委
員
会
単
位
）
、
補
正
予
算
は
全
議
員
で
審
査
し
て
い
ま
す
。
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